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2005年3月・4月の卒業式・入学式での、「日の丸・君が代強制」不服従教員に対し、処分を出した都教委は、全く恣意的・報復的な、次の処分をもくろんでいます。本来、飲酒運転やセクハラ等の行為をした教員に対するものである「再発防止・基本研修」なるものを強行しました（7月21日）。その際、都・市教委は、一片の「発令通知書」をもって研修に参加させ、当日の担当都教委職員は、的外れの研修内容を混乱のうちに棒読みし、質問も聞かず答えられず、時間が来るのを待って逃げるように退場する……という研修とは程遠い愚行を演じました。そして会場で、被処分者がゼッケンをつけていた、質問を繰り返したなどということをあげ、「職務専念義務違反」という報復処分を出そうとしています。また、９月７日からは２回目の「再発防止・専門研修」を強行しようとしています。私たちは、都教委の一部無法者の蛮行を一刻も早く止めさせ、力を合わせて都教委の正常化を図りましょう。

★「再発防止研修」・ゼッケン報復処分を許さない…………………       ２ｐ　

　　　　　石川中裁判を支える会から都教委への要求書　
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2005年３月・４月の卒業式・入学式での「日の丸・君が代強制」不服従の５０人の教員に対して、都教委が７月２１日に強行した「再発防止・基本研修」は、憲法以下、幾多の法を無視した蛮行です。私たちは、都教委に対し下記の要求書を手渡しました。


東京都教育委員会御中　　　　要求書　　　　　２００５年８月２２日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石川中裁判を支える会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

私たちは、東京都教育委員会の、憲法・教育基本法を無視した暴走行為を憂えています。

７月21日の再発防止研修時のゼッケン着用等について事情聴取を行っていますが、直ちに中止することを要求します。そして、このことで「職務専念義務違反」なる処分等を出すことは許されません。かかる不当処分関係の一切の事務進行などの中止を要求します。

そもそも「再発防止研修」なるものは、体罰、猥褻行為等の教職員の服務事故に適用されるものであって、憲法・教育基本法を遵守して教育活動をしようとしている教員に適用しようとするのは、根本的に不適切です。事実、強行された７月21日の再発防止研修の実態は、明らかに該当教員の思想信条を冒すものです。ゼッケン着用、Tシャツ着用は個人の思想表現であり、個人の責任においてなされているものです。他者がとやかく言う筋合いのものではありません。当日会場が騒然としたのは、貴教育委員会の当事者が質問に答えられず、あらかじめ用意したメモを棒読みにし「研修」そのものの実態から著しく外れていたからでありましょう。東京地方裁判所民事第19部は、「自己の思想、信条について、その見解を表明させ、自己の非を認めさせようとするなど、その自己の内心に踏み込み、著しい精神的苦痛を与える程度に至るものであるならば、教職員の権利を不当に侵害するものと判断される余地はある」と言っています。貴教育委員会は、驕慢な態度を改め、初心に戻って裁判所当局の見解に耳を傾けるべきです。従って当然、９月７日から予定されているという「専門研修」も中止されるべきです。聞くところによりますと、該当教員1人に対し、５人の貴教育委員会関係者が、個別に、事実上有無を言わせぬ思想転向を迫るようですが、このような強要行為は、大人としてはあまりにも恥ずかしい愚劣な「いじめ」の姿というべきであり、権力をバックにした「拷問」と言えます。学校の児童生徒の「いじめ」に対し、範を垂れているはずの教育委員会の実態がこのようなものであるとすれば、児童生徒の「いじめ」がなくならないのは無理もありません。

貴教育委員会は、そもそもこのような混乱を引き起こしている、2003年10月23日発令の「10・23通達」を撤回し、教員に対する脅迫手段となっている現「異動要綱」を元の「異動要綱」に戻し、学校の教育は、専門職である教員に任せ、教育委員会の本来の仕事に戻るべきです。教育委員会本来の仕事とは教育基本法10条に言い尽くされています。すなわち「教育は、不当な支配に服することなく、国民全体に対し直接責任をもって行われるべきものである。教育行政は、この自覚のもとに、教育の目的を遂行するために必要な諸条件の整備確立を目標として行われなければならない」。

試行錯誤を繰り返し創造的に教育を模索していくべき学校教育の中に、貴教育委員会が、命令と脅迫と処分を持ち込み、教育を支配していることは、いまや誰の目にも明らかなことです。直ちにこのような一連の蛮行を中止することを要求します。

要求事項　①　ゼッケン着用等での事情聴取と処分発令の中止

　　　　　　　②　9月７日からの専門研修の中止






根津公子さんから

◆　「再発防止研修」報告

７月２１日都教委は、前号でお知らせした「再発防止・基本研修」という名の｢懲罰研修｣を、５０人に強行しました。都教委の暴走を許さない！と駆けつけたたくさんの人たちで、午前、午後の｢研修｣に合わせて都教委に対する抗議、「受講者」への激励行動を行いました。早朝から、また暑い中を皆さん、ありがとうございました。

◇センター前で

会場となった都総合技術センター前をみんなで埋め、弁護団が｢内心の自由を侵害する恐れのある研修を止めよ｣と申し入れ、｢内心には立ち入らない｣と確認を取ってくださり、駆けつけてくださったたくさんの皆さんが抗議と激励をする中を、「受講者」は会場内に入って行きました。午前も午後も「受講者」が拘束されている間中、会場となった部屋に向ってみんなでシュプレヒコールを叫び、あるいは警備係として入り口広場に立たされた都教委の職員の良心に語り、訴えました。

私はカレンダーの裏に『都教委は教育を政治の具にするな！｢君が代｣処分も｢再発防止研修｣も許さない！私たちは、教員の良心は絶対に譲らない！職責にかけて闘う』と書いて掲げ、都教委の職員たちに、一縷の望みをかけて話しかけました。今年入庁したと思しき、若い背広姿の職員には、初年兵になるな！との思いから、じっくり話しかけました。いつものことながら、彼らは｢一切対応するな、目を合わせるな｣と指示されているのでしょう。私の目から逃げることに懸命でした。都教委に精神まで捧げてしまったように見える若者を前に、何のための学校教育だったかとついつい考えてしまいます。

◇　研修会場で

さて、午後。都教委職員が作る人垣の間を、権力の暴力をひしひしと感じながら私を含む午後の「受講者」は、受付を通り、会場へ。校長と隣り合わせに指定されている座席に着くや、司会役の種村統括指導主事が｢受講上の注意事項｣を読み上げ、ゼッケンを着用している人は取れ、と言いました。あちらこちらから一斉に声が挙がり、その理由の説明を求めましたが、説明はなく、「お願い」を繰り返すばかり。私たちの質問・抗議が続く中を、種村統括指導主事ら二人の担当者は一方的にことを進め、園田と名乗る教育庁総務課法務観察課長がこれまた、一方的に｢講義｣を始めました。｢飲酒運転｣や｢セクハラ｣｢体罰｣などを例に挙げ、地方公務員法の｢信用失墜行為｣｢職務命令違反｣云々を言います。繰り返すと分限免職・懲戒免職もある。来春再度起こさないように、と。

支離滅裂な｢講義｣なので私たちは終始質問、抗議をすることになりましたが、この講師は一切聞こえないかのように、また、受講者がいないかのように、一人まるで壁に向かい意味のないことを取り止めなくつぶやくといった様子です。聞かせたいという意思は微塵も感じられず。呼吸をしている人間の声とは思えません。息遣いも抑揚もまったくない、無機質な音がかすかに聞こえるといった具合でした。特技なのでしょうか。声を発し終えると講師は、大勢の質問が一斉に集中する中を、それが聞こえないかのように、部屋を出て行ってしまいました。講師というものは、講義内容についての質問に答える立場にあるはずですし、「研修」の成果を上げる意思があるのなら、「受講者」にしっかり向き合うべきです。恥ずかしい姿でした。

この後、講義のレポート、感想を書くよう担当者は言いましたが、質問、意見が次々と続き、予定の時刻が来て終了となりました。指示されたとおりの動きなのでしょうが、｢受講者｣たちから論破され、恥を晒した長い時間が終了して一番ほっとしたのは、担当者ではなかったか、と思います。私たち｢受講者｣の良心は揺らぐことはありません。不起立・不服従を決断した時に、すべてを含めて気持ちは定まっています。この会場は、都教委の卑劣さと論理の破綻、私たちが闘うことの意味を再確認する場でした。再発を防止すべきは都教委です。

拘束された２時間近くの間、支援者のシュプレヒコールが会場内に十分響き、窓に目をやると、皆さんの姿がよく見え、元気づけられました。まさに、内と外とが一体となった闘いでした。皆さん、暑い中、お忙しい中を本当にありがとうございました。

· 「ゼッケン・鉢巻・Tシャツ着用」で事情聴取

都教委は７月２１日の「再発防止研修」がうまくいかず、それがマスコミに流されたことに業を煮やしたのでしょう。弾圧まっしぐら路線を一段と強めました。

当日、研修会場で担当者は「ゼッケンを外せ」と言いました。しかしそれは、「お願い」以上のものではなく、また、鉢巻・Tシャツについては、一言も触れませんでした。事前に、｢内心に踏み込まない｣と会場入り口で弁護団が確認もしています。いや、それをしていなくても、受講に支障はありません。それなのに都教委は、ゼッケン等の着用は「職務専念義務違反」だとして私を含む１０人（＝義務制５人、高校５人）に対し、事情聴取を強行しました。

「市教委から（高校の場合は、校長から）服務事故報告書が上がってきたので事情聴取をする｣と、事情聴取担当者は言いましたが、地教委も校長も誰一人、報告を上げたいなどと申し出ていません。会場においてもその後も、注意をした校長は一人もいないはずです。都教委が、地教委・校長に報告書を上げさせたことは、誰もが知っていることです。

７月21日から１週間以上過ぎた29日、都教委は当該の校長や地教委を一斉に、続けて翌週には個別に呼び出しました。都教委が事情聴取をする時に、校長・地教委を飛び越えてそれを行うことはできません。校長、次に市教委が事情聴取したうえで作成した報告書が必要となります。その作業を校長・地教委に命じるために呼び出したのでした。私は市教委の事情聴取でその証拠をつかみました。他の該当者たちもいろいろな証拠や情報を持っています。

さて、１０人はそれぞれが事情聴取に応じるに当たり、代理人の同席を求めました。しかし都教委は、例のとおり根拠を示さずに｢裁量｣と言い、同席を求め続けた人の事情聴取を拒否しました。私は納得はしないけれど、後学のために事情聴取に応じました。

　事情聴取の中で、私が問題とされたことは２つ。一つは、｢ゼッケン着用が職務専念義務違反｣であること、二つ目は、「ゼッケンを外さねばならない」理由について質問を続けたことが「進行妨害｣だと言います。質問は、担当者と講師が何も答えないから続けることになったのです。他の人たちからも、ひっきりなしに出されていました。「職務専念義務違反」を問うならば、それは担当者と講師であり、それを命じた都教委です。

　敗戦６０年のこの夏も、都教委職員たちのアイヒマン（＝ナチスドイツの将校）ぶりは変わらず、エスカレートするばかりです。でも人は何かのきっかけで変わりうる、との期待は捨てず、私はカレンダーの裏に「都教委はもの言う教員への弾圧をやめろ！　都職員の皆さんは自分の仕事の質を振り返り『ＮＯ！』という勇気を！」と書いて持って行き、事情聴取の会場となった部屋で管理主事らに見せてきました。

ところで、事情聴取は処分を前提に行います。都教委は９月２週の都教育委員会に諮り、私たちに処分を加えるかと思われます。皆さん、今後の動向に注視ください。そして、都教委に｢処分をするな｣と要請してください。

事情聴取にも、毎回たくさんの人たちが駆けつけてくださいました。ありがとうございました。

｢再発防止研修｣でも事情聴取でも、その場に身を置くと、都教委の常軌を逸した暴走ぶりを肌で感じます。私たちの前に立つ都教委職員は、石原都政の独裁を凝縮した景色です。石原教育行政にとっては、憲法・教育基本法に沿って教育活動に当たろうとする私たち｢がん細胞｣を弾圧することが最大の課題であり、子どもたちのことなど少しも考えていないことが、よくわかります。私も、弾圧を受ければ受けるほど、それが鮮明になり、私の歩むべき道がわかってきました。都教委の皆さん、弾圧すれば制圧できる、と踏むのは大間違いですよ。

· ９月7日からは｢再発防止研修・専門研修｣が

「専門研修」は減給・停職の１５人が対象とされます。すでに８月１９日締め切りで課題の提出を迫られました。昨年とまったく同じ課題です。資料を見て答えるデータ問題では、掲載した資料の｢服務事故件数｣も年度が進んでいるにもかかわらず、昨年と同じです。どう理解したらよいのでしょう？｢君が代｣処分を隠す意図が働いてのことでしょうか？

ところで、「専門研修」は「受講者」１人を５人で囲み行われるそうです。７月の差し止め請求の決定が示す、「自己の思想、信条に反することはできないと表明する者に対して……自己の非を認めさせようとするなど、その内心の自由に踏み込み、著しい精神的苦痛を与える程度に至るものであるならば、………研修の本質を逸脱するものとして、教職員の権利を不当に侵害するものと判断される」（民事19部中西裁判長）に鑑みれば、即刻中止すべきものです。私たちは８月29日、｢専門研修｣の差し止めを求めて地裁に提訴しました。　まともな決定を期待していますが、裁判もまた、その実態は政治から独立していません。｢棄却｣の決定が出た時には｢専門研修｣は強行されます。その時は、ぜひ皆さん抗議と激励に駆けつけてください。よろしくお願いします。日程はほうせんかの最終ページをご覧下さい。


　




岸田静枝さんから

深呼吸をしてから・・・・さて
「口を開けば『職務、職務』と言うのに、もういい加減自分たち本来の職務に戻りなさい。どうでもいいことに時間を費やして、都教委って暇なのかなぁ、それとも沽券にかかわるとでも言うのか……」こう呟きたくなる情報が次々と入ってくる。つい先日、私は都教委の事情聴取に呼ばれたばかりだ。今年の「再発防止研修」でゼッケンを着けて受講したことが「職務専念義務違反」に当たるというのだ。ゼッケンを問題にされたのが１０人、他にハチマキ、Ｔシャツ、そして出席票を受付で渡したかどうか、受付名簿にハンコを押したかどうか等も、「職務専念義務違反」に当たるというのだ。普段なら「あっ、うっかりしていました」とかいうような注意もされないようなことで、校長、区市教委は報告書の作成で忙しい。都教委も腕に腕章を巻いた職員を大勢動員して、事情聴取で来庁した教員を睨み付けるので忙しい。その腕章だが、執務中は名札を着け、腕章は着けていない。事情聴取の応対に出る時は、名札は胸のポケットにしまい、腕章を巻く。腕章は「職務専念義務違反」ではないのでしょうか。腕章は誇り高い都庁職員のあかし？　ならばゼッケンも誇り高い労働者のあかし。腕章を着けさせられて、指定された場所に、指定された姿勢で、私たちを監視している、入庁間もないだろう若い職員を見ると、胸が痛くなる。「おかしいな」と思うことを忘れてしまったのか、やめてしまったのか。職務と服従をごっちゃにしたのは誰か。その責任の一端と私は無関係なのか。

事情聴取では弁護士の立会いは認められないが、その理由をはっきり示されたことはない。「都教委の裁量で認められない」と繰り返すばかりである。ゼッケンを着けてはいけない根拠は何か。ゼッケンを着けていたことで、あの研修にどんな支障があったのか。会場内のたった一割の人間が着けているゼッケンのせいで、講師は不本意な講義しかできなかったわけでは、まさかあるまい。突然「事故報告書」「事情聴取」と続けば、この先何らかの処分があるのではないかと不安を覚えるのは当然である。かつて体験した「事情聴取」の現場では「潔白なのだから堂々と主張すればいい」は、少なくとも私には不可能であった。恐いわけではなかったが、言葉はどれも役に立たなくなったような、冷静な判断もできず、思考回路は完全にマヒしてしまうのである。いわゆる体罰やセクシュアルハラスメント、飲酒運転の時はどうなのだろう。同じように弁護士の立会いは認められていないのだろうか。聞いてみたい。

本人の気がつかないうちに、あれよあれよと処分が重なってきた、そんな印象がある。

入学式・卒業式での「君が代」ピアノ伴奏が問題になる前から、私は「君が代」にこだわっていた。自分が歌えないウタを子どもたちに歌わせることはできなかった。「じゃあ、他の人がピアノ伴奏するのはいいの？」と責められても、音楽教員の伴奏が子どもたちに及ぼす影響を考えると・・・・と口ごもって言い、「君が代」が流れる間、息をひそめて私は座っていた。教員の職責から、というより、私にもできる「強制に反対」の意思表示として。

￥10・23指針の後、私は戒告処分を受けた。処分の取り消しを求めて東京都人事委員会に審査請求を出した。その審査結果もでない係争中にもかかわらず「再発防止研修」が実施されることになり、私は都教委に疑問点を幾つか問い合わせた。結果は「研修を受講しなかった」として減給処分になった。「処分があるかもしれないと忠告したのに」「たかが研修で処分の駒をひとつ進めるのはもったいない」という声も聞こえてくるが、私にとっては「日の丸・君が代」と「再発防止研修」とに差はない。「とにかくそういうことになっている」と問答無用で強制するから、その時その場所で、私ができる行動をとっただけなのである。

しかし、今年の「再発防止研修」は思いと一致した行動がとれなかった。出席する筋合いはない上、昨年やむなく受けた減給処分の「再発防止研修」は屈辱的だった。だったら不参加にすればいい、簡単な話だ。区民や市民はそう言った。私が躊躇する理由はただひとつ、減給６ヶ月の、次の処分が恐いのだ。停職という子どもたちから無理矢理引き離される処分が恐いのだ。根津さんは果敢に闘った。けれど私には「闘う」という意識が欠落しているのが分かる。

「板橋区での処分を練馬区に持ってこられても」と迷惑顔の校長、区教委と話をした。心情を綴った手紙も渡した。都立高の人たちと「再発防止研修」執行停止の申し立てもした。あとは時間切れで、7月21日は、挫けて私は受講した。せめてもと、受講後の所感を白紙回答にした。後日、どうということはない、再提出になったのだ。無力感、いやそういうのとも違う。諦め切ったのではないけれど、この捕らえ処のないもやもやは何だろう。目を閉じても開いても、分からない。

「最後まで闘う」そういう強さが欲しい。「今は一歩退いているけれど将来は」そういう粘りが欲しい。「再発防止研修」をうけてしまった現実といつまでも向き合っているばかりではいけない。だが次に進めないのだ、情けないことに。


　





牧野一恵さんからは9月7日の「再発防止・専門研修」の執行停止を求めて

東京地裁に提出した陳述書を寄稿していただきました。

東京地方裁判所御中　　　陳述書　　　　　　　　　　　２００５年８月

　　　　　　　　　　　　　　             　　　牧野一恵

　２００５年７月２１日、私は、「服務事故再発防止研修」を東京都総合技術センターで受けるよう命ぜられ、不本意ながらも受けてきました。今回の７月２６日付日野市教育委員会の発令通知書は、９月７日、東京都教職員研修センターで「服務事故再発防止研修(専門研修)」を受けろというものです。何故、この「専門研修」を受けなくてはいけないのでしょうか。その理由は一つも書いてありませんし、口頭での説明もありませんでした。７月２１日に受けた研修は、２００５年１月２１日に同じく都総合技術センターで受けた内容とほとんど同様のものでした。

私の受けた２回の処分は、職務命令に従わなかったこと、教育公務員として信用を失墜したこと、の２点です。この２点についてどうしてそのような命令が出るのか、教員としての信用とはどういうものなのかを研修しに行ったつもりです。研修は、命令の内容には一切触れず、地公法、指導要領にそぐわないので処分は当然との判断で一方的に行われました。質問も一切許されず、録音もだめ、職員の身分もなかなか明らかにしないという異常なものでした。このようなものを研修といえるのでしょうか。何十人という人を一つの部屋にいれ、一方的な研修を押しつけ、後方には監視の人を配置するという非人間的な扱いを受けました。屈辱的な２時間を過ごしていたのをわかっていただけるでしょうか。私たちの質問に応じる必要がないということ自体、研修の名に値しないのではないでしょうか。明らかに、その事一つとっても、この研修は人格無視の一方的押し付けの人権侵害そのものと思います。

９月７日の「専門研修」は一個人対数人で個室で行われるとのこと。受けるのがとてもこわいです。８月19日までに提出するレポートの中味も、地公法・29条・32条・33条についての所感とありますが、人の質問にも応じないでレポートだけを提出させようという横暴なものです。私は、まさに、この点についてじっくりお話を聞き意見を述べたかったのです。所感をどう持てばよろしいのでしょうか。教わったとおりに書き、「もうしません」と言えばよいのでしょうか。この「専門研修」は、私の心に深い苦痛を与えるものです。停職や免職をちらつかせ、私が起立して「君が代」を歌うまで、このような研修を続けることは、ひどい拷問と同じ性質のものです。人が、立つこと、歌うこと、を命令してまでさせる、教員という職を奪ってまですることでしょうか。教育の中に、今までなかったことです。（戦争中はこのような事が日常であったのでしょう。）

「日の丸・君が代」の件だけが、突出して人の内心に踏み込むものとしてあります。そのことに危機感を抱くからこそ、そのような命令には従えなかったのです。私は、子どもたちの幸せを祈り、その一生において健やかな生活を送って欲しいと切に願っています。今回の不起立は私のそのような信念において行動したものです。教員として不適切な行為なのでしょうか。

私は、今、２回の不起立に関して、東京都人事委員会に対し是非を問う審理申し立てもしています。「日の丸」と「君が代」は、ただの旗と歌ではなく子どもの権利を無視したものと化しています。国旗、国歌が子どもの人権を侵していると感じたのです。そのことを実感したことで、私の不起立の気持ちは固まりました。私は自分の行為に責任を持ちます。ですから真剣に私の気持ちも受け止めてほしいのです。処分、研修で追いつめていくようなことはやめてほしいのです。　



　　○○○○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○○

　　　「ゼッケン着用」処分を許さない！
都教委の事情聴取と対決した熱い9日間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牧江　寿子

2005年の「日の丸・君が代」処分に関する「再発防止研修」は7月21日に強行されましたが、被処分者全員の質問で講師の声も聞こえない状況となりました。　被処分者達の抵抗に恐れを抱いた都教委は「再発防止研修」の時「ゼッケン、はちまき、メッセ-ジ入りTシャツ」を着用していた10名（高校5名、義務制５名）に処分攻撃をかけてきました。「ゼッケン等着用」が「服務事故」-「職務専念義務違反」だと都教委が主導して校長に事故報告書を書かせ、事情聴取をはじめました。「日の丸・君が代」に反対する教員を処分の累積によって一刻も早く教育現場から排除したいと都教委が仕組んだことです。こんな理不尽な弾圧は絶対許せません。
連日　都教委を震撼させた怒りの声
　8月9日から事情聴取が始まり、25日までお盆休みもなく9日間行われました。突然、期日を指定される事が多かったのですが、支援者も即時対応して、高校、義務制の教職員、退職労働者、市民と連日20名から30名の人達が都教委（都庁第２庁舎27階）に駆けつけ、抗議の声をあげ、被聴取者を激励しました。事情聴取をする都教委は人事部職員課管理指導主事や副参事で書記（指導主事）がつきます。さらに市や区の指導室長と校長が同席します。そして廊下には教育庁職員が10名くらい警備に立っていました。ものものしい雰囲気の中で事情聴取を迫られるが被聴取者は毅然と追求します。
「事情聴取の法的根拠を示して下さい」
「弁護士同席のもとで事情聴取を！」
「同席させない法的根拠は？」
「7月21日の事なのに、なぜ8月20に報告書が提出されるのか」などの質問に都教委は「都教委の裁量と権限」を繰り返すばかりです。
「裁量の法的根拠を示せ」等々支援者の怒りの声が27階廊下に響き渡ります。
彼等は被聴取者に「支援者を黙らせなさい」「あなたが支援者を呼んだのでしょう」とまで言い出しました。毎回、被聴取者と支援者が都教委を圧倒しました。
事情聴取の内容を知るため3人が聴取に応じました。支援者は廊下で終るまで待機しました。明らかになった事は「処分措置になった場合、それに従うか」とか「研修の進行妨害を行ったか」ということまで聞いて来た事です。都教委は被聴取者に屈服を迫り、「不服申し立て」に事前の圧力をかけているのです。
組合を越えた交流と団結
卒・入学式の時は、エ-ル交換はあってもそれぞれの組合の枠で支援行動をしていました。今回は組合のちがいを越えて、「ゼッケン」弾圧を受けた人達が一体となってお互いに助け合い、交流を深め都教委と対決しました。またFさんは事情聴取について徹底的に調べ、都教委がたじたじとなるまでその不当性を追及しました。そして事情聴取の時、区教委と校長の同席拒否を勝ち取りました。私達のなかに決して屈しない湧いて来る力がある事を学んだ熱い夏でした。

　　　

 




　　　　　　　　　　　　　　　　　根津公子

　まずは、台風の中、お忙しい中を傍聴に駆けつけてくださった皆さん、ありがとうございました。

多摩・調布両市教委室長、都教委担当管理主事の尋問において辻褄の合わない証言が続出し、人事委員会でいい加減な証言した校長を再度尋問する必要が出たため、尋問要請をしていました。しかし、難波裁判長は、それを認めず、今回を結審としました。今回は、被告側校長、都・市教委担当者ら５人の証言を整理し、矛盾点を指摘し、私が感じたことを陳述しました。

　一部だけ、紹介します。

「池田管理主事は、当時根津について知っていたかを問われて、『指導を巡っていろいろあるということでは聞いておりましたけれども、詳しいことまでは全部私の方で知るということはないです』『その当時は、もちろん担当も違いますし』と言いました。『偽りを述べない』と宣誓したその法廷で、偽りを述べたのです。池田管理主事は、２００１年９月に私を指導力不足等教員として申請する時も、また２００２年３月にその決定を下す時も起案者であったのです。起案者であったのに、『担当ではなかったから詳しくは知らない』とは、どういうことでしょう？起案者であったことをなぜ、隠さなければならなかったのでしょう。

虚偽の池田証言がすべてを物語っていると思います。本件異動が、私を教育現場から排除できなかったことへの報復であり、そして改定『異動要綱』の先取り人事であったことを自ら告白しているようなものです。

人事委員会に審査請求をした段階では、私を指導力不足等教員に仕立て上げることができなかったことへの報復、かつ見せしめ異動であるとは直感的にわかりましたが、証拠は不十分でした。それが、裁判をする中で事実を示す証拠と証言がいくつも出てきて、それをきっちり立証しました。

私の異動が強行された直後、都教委は異動要綱を、もはや異動要綱とは呼べないものに変えてしまいました。「校長（実際は教育委員会も）の一存で１年での異動可。通勤時間は片道２時間まで」、というものです。０４年の異動からその事例がたくさん出ています。日常的な嫌がらせに、退職に追い込まれた人がたくさんいます。私のこの裁判は、そういう人たちの声を伝え、世に問う裁判でもあります。また、そうした異動で教育環境が破壊され、子どもたちが被害を受けること、異動問題は、異動問題で終わらず、即、教育問題であることも訴えています。

判決は１０月３１日(月)午後１時１０分から、地裁１０３号法廷で。ここまでのご支援に感謝しつつ、度々で恐縮ですが、皆さん傍聴をお願いします。

　
8月25日・傍聴記　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　     　　　　　　　　　　　西山勲

都教委宛８月２２日付き要求の趣旨には全く同感。　教育を担当する都教委が教其法10条を全く侵犯している事実は、裁判所の指摘を待つまでもなく誰でも判る明白なこと。10・23通達の撤回もまたは当然のこと。また根津先生に公文を以て謝罪するのが道理。子どもたちに範を垂れるべき教委の今回の暴挙は恥ずかしい限りであるばかりでなく、日本亡国を指向するものである。


根津公子さんをはじめ、岸田静枝さん、牧野一恵さんなど、憲法・教育基本法を守り、自身に降りかかる様々な不利益差別や脅迫を受けても、尚、職責を守り抜こうとしている多くの不服従教員を支援し激励に来てください

（事務局）

強行が危惧される「再発防止・専門研修」の日程

９月７日（水）9時から11時40分

　  根津公子さん・岸田静枝さん・牧野一恵さん

９日(金)  9時から11時40分

養護学校の教員２人と高校教員

13日(火)  9時から11時40分　　高校教員　　

14日(水)  9時から11時40分  

場所……東京都教職員研修センター

（目黒駅西口下車徒歩７分　目黒区目黒1-１-14)

支援・激励に来ていただける方は、できれば、30分前に研修センターの

門前にお集りください。

　尚、9月8日（木）は定例の東京都教育委員会が開かれます。そこで、「ゼッケン報復処分」の件について不当な結論が出されるかも知れません。東京都近郊の方には緊急連絡にお願いすることがあるかもしれませんので、その際にはよろしくお願いいたします。



第4次被処分・多摩中裁判（第8回）　

10月3日（月）10：00～　東京地裁710号法廷

根津さん本人陳述

第5次被処分・調布中裁判（第9回）

10月31日（月）13：10～　東京地裁103号法廷

判決がでます　
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